
置し、成長や被害状況などを調査しました。   

平成19年魔の調査ではイヌエンジュは10カ所、  

計23プロットで確認し、149本の測定を行いました。  

イヌエンジュ以外でlまケヤキとサクラ類がありまし  

た。   

成長では、林齢は9年生から12年生で、平均樹  

高2．6m、平均胸高直径は2．7cmした。これは、  

ケヤキやサクラ類と比較しても小さいものでした。   

被害状況ではどうでしょう。イヌエンジュの被害  

としては、被圧害と虫害が見られました。雑潅木や  

ササなどに被圧されたものが49本（33％）、虫害  

としてコウモリガ1こよる食害が38本（26％）とな  

りました。   

コウモリガは、勉を広げると8－10cmで、茶  

褐色をしています。   

卵で越冬して4月下旬ころにふ化し、はじめは草  

の葉を食べ、成長するとヨモギ、イタドリなどの草  

の茎亭こ入り、6月から7月に華やつるなどを伝って  

樹木に移動し穿入します。出入り口は写真－2のよ  

うな穴で、木によっては枯死した．り風などで折れる  

被害がありますα  

イヌエンジュ誓ま、官顔料ぬ落葉高泰で、広葉樹と  

して造林普汎、特に爆撃林事業でほ肥料木として植  

えらヨれてい塾樹氷です。  

叩頭エジミ汐ユ触繊細鵬嘲棚」  

は中部地方から北海道表で疫自発ず毎日本圃宥の凍  

○  

と齢、う種です祖 萄なみに「エンジュ（S昭h殴r迅  

ja幽」は中国北部原産で「古く日本に伝来し栽  

培審軒Lてb′1亀米で、雛級です。  

イヌエンぎユの材ほ辺材が自ラ′ぼく心材が患っぼ  

い毯な昭で丸いそ昭対比が美しいことから廃稜や細工  

物≡と♭て利用が轟り愛すさ   

（写真－2）コウモリガによる被害   

いろいろな造林木に被害を与えており、ブナ、ケ  

ヤキ、スギなどへの被害報告がありますがこ 今回の  

調査ではケヤキに1例の被害がありました。  

コウモリガは、．樹木に入る時期が6月から7月で  

すので、それまでに華やつるを取り除くことで被害  

を防げると思います。   

雑木やササなとに被圧されたものも多かったこと  

から、、適期の下刈やつる切り施業の実施がイヌエン  

ジュペの被害も減っていけばよいのですが。   

平成19年匿転乗旛レた広葉樹造林地爾蛮の中か  

らイヌエ東和鹿頭雨滴浄封痩志郎摘酔い  

すぜ   

調査対象歯音ま平成3年紅昏凰で被災後、主をこ広葉  

樹澄造林した箇所で、日田班珠地方が茎俸でした′。 

調査鎗に1粥童ば昭二方形プロットを2カlち3箇所設  

○  大分県農林水産研究センター林業試験場　提供


